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1. 平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日）

 (1) 連結経営成績(累計)
(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年３月期第１四半期 9,365 5.0 694 47.5 556 78.1 264 66.9

22年３月期第１四半期 8,918 △8.2 471 18.1 312 4.2 158 65.3

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年３月期第１四半期 23 43 ─

22年３月期第１四半期 14 01 ─

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年３月期第１四半期 59,128 15,060 24.9 1,303 32

   22年３月期 57,522 15,019 25.5 1,297 60

(参考) 自己資本 23年３月期第１四半期 14,707百万円 22年３月期 14,643百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年３月期 ─ 0 00 ─ 7 00 7 00

23年３月期 ─

23年３月期(予想) 0 00 ─ 7 00 7 00

3. 平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日）
(％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 19,000 0.2 1,000 △11.6 700 △13.3 400 △23.9 35 42

通期 37,500 0.4 2,100 △4.0 1,400 3.1 700 14.3 61 99



 
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

 
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

 

 
（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

  

  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続が実施中です。 

  

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半

期決算短信【添付資料】３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4. その他（詳細は、【添付資料】P.４「その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年３月期１Ｑ 12,000,000株 22年３月期 12,000,000株

② 期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 715,289株 22年３月期 715,288株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 11,284,711株 22年３月期１Ｑ 11,303,740株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第１四半期連結会計期間に於ける我が国経済は、企業業績に改善傾向が見られ、景気の持ち直し感

もある一方で、ギリシャから始まった欧州の通貨不安による急激な円高とこれに伴う株安が進行し、不

安定な状態で推移いたしました。 

 このような経済情勢におきまして、当社グループとしては一層の企業収益維持と拡大に注力してまい

りました結果、当第１四半期連結会計期間の売上高は、前年同四半期に比べ447百万円増加し、9,365百

万円（前年同四半期比5.0％増）となりました。 

 売上総利益は、257百万円増加し、2,366百万円（同12.2％増）となり、営業利益は、223百万円増加

し、694百万円（同47.5％増）となり、経常利益は、244百万円増加し、556百万円（同78.1％増）とな

りました。  

 なお、有価証券の評価損や東京都足立区の旧設備の解体費用などの開発関連費用の特別損失や税金費

用を計上したことにより四半期純利益は、264百万円（同66.9％増）となりました。  

 セグメントの状況につきましては以下の通りであります。 

① コラーゲン・ケーシング事業 

コラーゲン・ケーシングは、現在、諸事情により世界的に使用量が増加しており、国内は順調に推

移し、輸出部門も価格改定の推進により採算性が改善しつつあります。 

 この結果、売上高は、2,245百万円、セグメント利益は、382百万円(セグメント間内部取引の利益

振替後の営業利益は、536百万円)となりました。 

② ゼラチン関連事業 

ゼラチンは、写真用が引き続き低迷いたしましたが、食品用とカプセル用が堅調に推移し微増とな

りました。また、ペプタイドは、健康食品用の需要拡大により順調に推移いたしました。 

 この結果、売上高は、2,182百万円、セグメント利益は、195百万円となりました。 

③ 化粧品関連事業 

コラーゲン化粧品は、高品質商品の販売に傾注するも景気の低迷もあり販売は若干減少し、引き続

き「コラーゲン100」を中心とした健康食品の販売増加により全体としては微減となりました。 

 この結果、売上高は、1,045百万円、セグメント利益は、127百万円(セグメント間内部取引の利益

振替後の営業利益は、155百万円)となりました。 

④ 皮革関連事業 

自動車用革は、自動車生産量の回復に伴い各種部品の在庫調整が一巡し、回復基調になってまいり

ました。一方、靴用革は、国内消費の低迷を反映して外国製品を中心に販売価格の低下が更に進み、

紳士及び婦人靴が依然として苦戦を続けております。 

 この結果、売上高は、2,136百万円、セグメント利益は、24百万円(セグメント間内部取引の利益振

替後の営業利益は、34百万円)となりました。 

⑤ 賃貸・不動産事業 

賃貸・不動産部門は、再開発を進めている東京都足立区及び大阪市浪速区の土地で引き続き暫定事

業として賃貸事業を継続しております。 

 この結果、売上高は、118百万円、セグメント利益は、258百万円(セグメント間内部取引の利益振

替後の営業利益は、66百万円)となりました。 

⑥ 食品その他事業 

有機農産物、肥料、リンカー、ＢＳＥ検査キット等の売上は順調に推移しましたが、イタリア食

材、化成品が横ばいとなりました。 

 この結果、売上高は、1,637百万円、セグメント利益は、32百万円となりました。 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報
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当第１四半期連結会計期間末の総資産は59,128百万円となり、前連結会計年度末と比べ1,606百万円

の増加となりました。 

① 資産の部 

流動資産は、現金及び預金が減少しましたが、受取手形及び売掛金、繰延税金資産の増加などによ

り、前連結会計年度末と比べ352百万円増加し、20,194百万円となりました。 

固定資産は、投資有価証券の時価が下落したことなどにより165百万円減少しましたが、東京都足

立区の土地再開発等により有形固定資産が1,089百万円増加したことと、中国に設立した新会社への

出資によりその他資産が394百万円増加したことなどにより、前連結会計年度末と比べて1,254百万円

増加し、38,925百万円となりました。 

② 負債の部 

流動負債は、東京都足立区の土地再開発等による建設未払金の増加などにより前連結会計年度末と

比べ1,222百万円増加し、22,096百万円となりました。  

固定負債は、長期借入金、繰延税金負債などが増加したことにより、前連結会計年度末と比べ342

百万円増加し、21,972百万円となりました。 

③ 純資産の部 

純資産は、利益剰余金が増加したものの、有価証券評価差額金、繰延ヘッジ損益、為替換算調整勘

定及び少数株主持分がそれぞれ減少し、前連結会計年度末と比べ41百万円の増加に留まり、15,060百

万円となりました。 

④ キャッシュ・フローの状況の分析 

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末と比べ1,053百万

円減少し、4,853百万円となりました。 

当第１四半期連結会計期間における活動ごとのキャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のと

おりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益324百万円、減価償却費等145百

万円、法人税等の支払額152百万円のほか、手形の割引の減少などにより、95百万円の収入(前第１四

半期連結会計期間は、34百万円の収入)となりました。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動によるキャッシュ・フローは、東京都足立区の再開発に伴う有形固定資産の取得等による

支出501百万円、中国に設立した新会社への出資による支出396百万円、定期預金の預入による支出

312百万円などにより、1,198百万円の支出(前第１四半期連結会計期間は、1,003百万円の支出)とな

りました。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動によるキャッシュ・フローは、銀行からの借入金の収入197百万円、社債償還による支出

50百万円、配当金の支払いによる支出83百万円などにより、52百万円の収入(前第１四半期連結会計

期間は、65百万円の支出)となりました。 

  

平成23年３月期の第２四半期連結累計期間及び通期の連結業績予想につきましては、平成22年５月19

日に公表いたしました数値に変更はありません。 
  

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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 該当事項はありません。 

  

① 棚卸資産の評価方法 

当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を一部省略し、前連結会計年度

末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

 なお、収益性低下の事実が明らかなものについて、正味売却価額を見積もり、簿価切下げを行う方

法によっております。 

② 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定す

る方法によっております。 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差

異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績

予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

  

① 資産除去債務に関する会計基準の適用 

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平成

20年３月31日)及び、「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号

平成20年３月31日)を適用しております。  

 これによる損益に与える影響及び当会計基準適用開始による資産除去債務の変動額は軽微でありま

す。 

② 連結財務諸表に関する会計基準の適用 

「連結財務諸表に関する会計基準」」(企業会計基準第22号 平成20年12月26日)に基づき財務諸表

等規則等の一部を改正する内閣府令(平成21年３月24日 内閣府令第５号)の適用に伴い、当第１四半

期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。 

  

 該当事項はありません。 

  

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

(4) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要

㈱ニッピ（7932） 平成23年３月期 第１四半期決算短信

－ 4 －



3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,329 6,070

受取手形及び売掛金 7,626 6,769

商品及び製品 4,653 4,703

仕掛品 1,147 1,173

原材料及び貯蔵品 269 289

未収消費税等 12 44

繰延税金資産 687 456

その他 518 383

貸倒引当金 △49 △49

流動資産合計 20,194 19,842

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,795 3,863

機械装置及び運搬具（純額） 397 442

土地 24,943 24,943

建設仮勘定 5,105 3,907

リース資産（純額） 30 33

その他（純額） 65 58

有形固定資産合計 34,338 33,249

無形固定資産

リース資産 48 51

その他 5 6

無形固定資産合計 53 57

投資その他の資産

投資有価証券 2,845 3,010

長期貸付金 378 382

繰延税金資産 70 103

破産更生債権等 1,467 1,471

その他 1,316 922

貸倒引当金 △1,546 △1,526

投資その他の資産合計 4,532 4,363

固定資産合計 38,925 37,670

繰延資産

社債発行費 9 10

繰延資産合計 9 10

資産合計 59,128 57,522
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 7,059 7,144

短期借入金 10,827 10,848

1年内償還予定の社債 605 655

リース債務 23 23

賞与引当金 209 401

役員賞与引当金 22 44

未払法人税等 39 133

未払消費税等 56 81

その他 3,251 1,540

流動負債合計 22,096 20,873

固定負債

社債 350 350

長期借入金 10,646 10,428

退職給付引当金 1,717 1,739

役員退職慰労引当金 269 256

リース債務 58 64

資産除去債務 5 －

長期未払金 1,200 1,200

繰延税金負債 455 325

再評価に係る繰延税金負債 5,454 5,454

その他 1,814 1,811

固定負債合計 21,972 21,629

負債合計 44,068 42,503

純資産の部

株主資本

資本金 3,500 3,500

資本剰余金 1,153 1,153

利益剰余金 2,899 2,723

自己株式 △223 △223

株主資本合計 7,328 7,153

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △133 △120

繰延ヘッジ損益 △139 △46

土地再評価差額金 7,656 7,656

為替換算調整勘定 △5 △0

評価・換算差額等合計 7,378 7,490

少数株主持分 353 376

純資産合計 15,060 15,019

負債純資産合計 59,128 57,522
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(2) 四半期連結損益計算書

【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

売上高 8,918 9,365

売上原価 6,809 6,999

売上総利益 2,108 2,366

販売費及び一般管理費 1,637 1,671

営業利益 471 694

営業外収益

受取利息 2 1

受取配当金 33 30

持分法による投資利益 － 1

その他 20 9

営業外収益合計 56 41

営業外費用

支払利息 114 133

手形売却損 21 8

為替差損 19 27

持分法による投資損失 45 －

その他 15 10

営業外費用合計 215 180

経常利益 312 556

特別利益

会員権売却益 － 0

特別利益合計 － 0

特別損失

固定資産除却損 29 0

固定資産売却損 － 0

投資有価証券売却損 － 0

投資有価証券評価損 － 151

貸倒引当金繰入額 17 19

貸倒損失 － 1

役員退職慰労金 － 14

土地開発関連費用 － 43

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 1

特別損失合計 46 232

税金等調整前四半期純利益 265 324

法人税、住民税及び事業税 64 45

法人税等調整額 40 11

法人税等合計 104 57

少数株主損益調整前四半期純利益 － 266

少数株主利益 2 2

四半期純利益 158 264
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 265 324

減価償却費 150 145

繰延資産償却額 1 1

貸倒引当金の増減額（△は減少） 17 19

賞与引当金の増減額（△は減少） △203 △192

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △26 △21

退職給付引当金の増減額（△は減少） △52 △21

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 10 13

受取利息及び受取配当金 △36 △31

支払利息 114 133

為替差損益（△は益） 15 △4

持分法による投資損益（△は益） 45 △1

有形固定資産除却損 29 0

有形固定資産売却損益（△は益） － 0

投資有価証券売却損益（△は益） － 0

投資有価証券評価損益（△は益） － 151

会員権売却損益（△は益） － △0

土地開発関連費用 － 43

貸倒損失 － 1

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 1

売上債権の増減額（△は増加） 138 △856

たな卸資産の増減額（△は増加） △368 89

仕入債務の増減額（△は減少） △473 △78

未払消費税等の増減額（△は減少） △5 8

その他の資産の増減額（△は増加） △41 △132

その他の負債の増減額（△は減少） 688 717

小計 270 311

利息及び配当金の受取額 21 31

利息の支払額 △97 △95

法人税等の支払額 △159 △152

営業活動によるキャッシュ・フロー 34 95

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △0 △0

投資有価証券の売却による収入 － 0

有形固定資産の取得による支出 △830 △501

有形固定資産の売却による収入 － 7

貸付けによる支出 △2 △2

貸付金の回収による収入 5 5

定期預金の預入による支出 － △312

その他 △175 △393

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,003 △1,198
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 261 △58

長期借入れによる収入 800 1,260

長期借入金の返済による支出 △982 △1,004

社債の償還による支出 △50 △50

リース債務の返済による支出 △4 △5

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △83 △83

少数株主への配当金の支払額 △4 △4

財務活動によるキャッシュ・フロー △65 52

現金及び現金同等物に係る換算差額 0 △3

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,034 △1,053

現金及び現金同等物の期首残高 4,110 5,907

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,076 4,853
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該当事項はありません。 

  

前第１四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日) 

 
(注) １ 事業区分は売上集計区分によっております。 

２ 各事業の主な製品 

（１）皮革関連事業………………靴用、底革、甲革、車両用 

（２）非皮革関連事業 

  イ ゼラチン部門事業………写真用、食用、一般用、ゼラチン、ペプタイド 

  ロ コラーゲン部門事業……ソーセージケーシング、コラーゲン化粧品 

（３）その他の事業………………不動産賃貸、化成品、リンカー、その他 

  

前第１四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日) 

全セグメントの売上高の合計額に占める日本の割合がいずれも90％を越えているため、記載を省略し

ております。 

  

前第１四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日) 

 
(注) １ 国又は地域の区分は地理的近接度によっている。  

２ 各区分に属する主な国又は地域 

（１）北米……………………………アメリカ合衆国・カナダ 

（２）アジア…………………………韓国・中国・タイ・シンガポール・台湾・フィリピン 

（３）欧州……………………………フランス・イギリス・ギリシャ・イタリア・オランダ・オーストリア他 

（４）その他の地域…………………オセアニア地域・中東地域・アフリカ地域・中南米地域 

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の輪出売上高であります。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

皮革関連事業 
(百万円)

非皮革部門
事業 

(百万円)

その他事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

2,308 4,912 1,697 8,918 ― 8,918

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

─ 0 338 339 (339) ―

計 2,308 4,912 2,036 9,257 (339) 8,918

営業利益 43 485 288 817 (346) 471

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】

北米 アジア 欧州 その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高(百万円) 450 722 233 78 1,485

Ⅱ 連結売上高(百万円) ― ― ― ― 8,918

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％)

5.1 8.1 2.6 0.9 16.7
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(追加情報) 

当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17

号 平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準

適用指針第20号 平成20年３月21日)を適用しております。 

  １. 報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会

が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもので

あります。 

当社は、製品別セグメントごとに事業本部を置き、これら事業活動を主体として連結子会社が構成

されており、「コラーゲン・ケーシング事業」、「ゼラチン関連事業」、「化粧品関連事業」、「皮

革関連事業」、「賃貸・不動産事業」及び「食品その他事業」の６つを報告セグメントとしておりま

す。 

①「コラーゲン・ケーシング事業」は、ソーセージ用可食性コラーゲン・ケーシングを製造し、販売

しております。 

②「ゼラチン関連事業」は、食品用、医薬用、トイレタリー用、工業用のゼラチン及びペプタイドを

輸入、製造、販売しております。 

③「化粧品関連事業」は、コラーゲン入りの化粧品、健康食品を製造し、販売しております。 

④「皮革関連事業」は、靴用、袋物用、自動車用皮革及び皮革関連製品等を販売しております。 

⑤「賃貸・不動産事業」は、土地、建物、設備等の賃貸を行っております。 

⑥「食品その他事業」は、イタリア食材、有機農産物、衣料品、肥料等の輸入販売、そのほか化成

品、リンカー、ＢＳＥ検査キットなどを製造し、販売しております。 

  

   ２. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日) 

 
(注) １ セグメント利益の調整額の区分は報告セグメントに含まれない全社費用であり、主に報告セグメントに帰属

しない一般管理費であります。 

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

当第１四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日) 

該当事項はありません。 

  

【セグメント情報】

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額 
(注)

四半期
連結損益
計算書 
計上額

コラーゲ

ン・ケーシ

ング事業

ゼラチン 
関連事業

化粧品
関連事業

皮革
関連事業

賃貸・不
動産事業

食品その
他事業

計

売上高

外部顧客への売上高 2,245 2,182 1,045 2,136 118 1,637 9,365 ― 9,365

セグメント間の内部
売上高又は振替高

0 ― ─ ─ 339 ─ 339 △339 ―

計 2,245 2,182 1,045 2,136 457 1,637 9,704 △339 9,365

セグメント利益 382 195 127 24 258 32 1,020 △325 694

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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当第１四半期連結会計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

 
(注) １ セグメント間取引については、相殺消去しております。 

２ 金額は、製造原価(販売価格)によっております。 

３ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

製品の性質上、受注生産は行っておりません。 

  

当第１四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

 
(注) １ セグメント間取引については、相殺消去しております。 

２ 主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は、100分の10以上の相手先の該当が

ないので記載を省略しております。 

３ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

4. 補足情報

(1) 生産、受注及び販売の状況

  ① 生産実績

セグメントの名称 生産高(百万円) 前年同四半期比(％)

コラーゲン・ケーシング事業 1,551 ─

ゼラチン関連事業 1,353 ─

化粧品関連事業 59 ―

皮革関連事業 71 ―

食品その他事業 15 ─

合計 3,051 ─

  ② 受注実績

  ③ 販売実績

セグメントの名称 販売高(百万円) 前年同四半期比(％)

コラーゲン・ケーシング事業 2,245 ─

ゼラチン関連事業 2,182 ―

化粧品関連事業 1,045 ―

皮革関連事業 2,136 ―

賃貸・不動産事業 118 ─

食品その他事業 1,637 ─

合計 9,365 ─
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